
マウスSKG/Jcl

マンナンによるリウマチ
惹起効果の確認



目的と経緯

SKGマウスのリウマチ惹起にはβ-グルカン
(ザイモザン・カードラン・ラミナリン 等)が
用いられてきた。 中でもコントロールとなる
BALB/cAに影響のないラミナリンによる惹起
を推奨してきたが、ラミナリン懸濁液作成に
ついては慣れとコツが必要であり、うまく惹
起出来ない等の声も多く、リウマチモデルと
して有用な本マウスの肝である「確実なリウ
マチ惹起」が簡便に出来る手法を紹介する。



使用動物：
・SKG/Jcl 8W 10匹
・SKG/Jcl 8W 20匹
・SKG/Jcl 16W 10匹
・BALB/cA 8W 5匹（コントロール）
飼育条件：
・飼育環境/BSエリア（SPF） FTSCの管理条件に基づく
・飼料/CE-2（Radio Isotope) 
・飲水/自動給水
・使用ケージ / Mケージ(マウスケージ）
・収容匹数 / 1匹/ケージ
管理方法：
・個体No.毎の個別管理
（個体識別方法はFTSCの用いる手法に基づく）

投与：
・投与投質/シグマアルドリッチ社 M-7504(mannan) 
・投与方法・投与量/腹腔内投与 100mg/ml 20mg と10mg
投与群構成：20mg投与群
・SKG/Jcl 8W 10匹
・SKG/Jcl 8W 10匹
・SKG/Jcl 16W 10匹
・BALB/cA 8W 5匹（コントロール）
10mg投与群（容量依存性の確認群）
・SKG/Jcl 8W 10匹

試験概要



試験概要
測定条件：
・①マンナン投与後の初期段階の効きを確認する指標となる

耳の「発赤」の発現時期の確認（発赤の状況が判る画像を確保）

・7W で試験エリアに移動（馴化）：移動日 2010年9月29日
・8W で マンナン投与 ： 投与日 2010年10月6日

※ポイント：
・投与後2週間は耳の「発赤」の発現時期の確認
（個体毎に発赤の発現時期と発赤の状態についての画像確保）

・15W移動（馴化）⇒16W投与⇒投与後2週間は耳の「発赤」の確認
・投与後、2週間毎(8回)の関節の腫れをスコア評価。評価基準は
「SKG/Jclマウス関節炎の評価」に基づく。

8Wの場合（測定ポイント）
・10W・12W・14W・16W・18W・20W・22W・24W 計8回

16Wの場合（測定ポイント）
・18W・20W・22W・24W・26W・28W・30W・32W 計8回
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マンナンによるリウマチ惹起の効果の確認
コントロール：BALB/cAJcl



SKG/Jcl マンナン及びラミナリンによる
リウマチ惹起の効果の比較
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リウマチ惹起による炎症の事例
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